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ざい  りょう はこ かり せん    ろ

つか

長くしたレールを使って、
材料を運ぶための仮の線路をつくります。

　　ふ　　　　　せつ　　　
　　こう　　　  　 じ　　　　

　　　

製鉄所で作られた新幹線のレールは、船で近くの港まで運び、そこからトレーラーに乗せて現場

まで運びます。

せい てつ じょ しん かん せん ふね ちか みなと はこ げん ばの

はこ

はこ

ふね りく あ つる が こう

レールを船から陸揚げしているようす（敦賀港）

1 新幹線が走るレールを敷きます。運んできたレールを
クレーン車で高架橋に吊り上げます。1本25メートルの
レールを8本つなげ、200メートルの長いレールにします。

しん   かん   せん

しゃ こう     か    きょう つ あげ ぽん

ほん
4 コンクリートの板の上に

レールを載せ、
数キロメートルから
数十キロメートルの
長さにつなげます。
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はし し はこ

3 仮の線路の上に機械を走らせて
レールの間にコンクリートの板を敷いていきます。

かり せん    ろ うえ き    かい はし

いたあいだ し

こう じ すす かた み

4
その

レールどうしをつなげる 8本つなげて200mに

福井県内の新幹線が走る区間では、1本25mのレールが約13,300本使われます。
ここでは、新幹線が走るレールを敷く工事を紹介します。

ふく    い    けん   ない

しん   かん   せん はし こう    じ しょう  かいし

しん   かん   せん はし く    かん ぽん やく ほん つか

機械でレールを送り出す
き かい おく だ

レールの間隔が広い仮の線路
かんかく

ほん

ひろ かり せん ろ

人の手でレールをとりつけていきます
ひと て

コンクリートの板を敷く機械
いた し き かい

敷いたあとのようす
し
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